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議論に入る前の前提共有



NPO法人わかもののまち

若者参画を取り巻く環境

こども家庭庁の発足 子供・若者育成支援推進大綱のワードクラウド



NPO法人わかもののまち

若者参画を取り巻く環境

こども家庭庁の発足 こども大綱の策定答申のワードクラウド



こども・若者が「対象」から 
「主体」に転換していくという変化

NPO法人わかもののまち

若者参画を取り巻く環境

前提共有



（こども施策に対するこども等の意見の反映） 
 第十一条 国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価
するに当たっては、 当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育
する者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるもの
とする。

こども・若者参画を取り巻く環境

出典：こども基本法

こどもの意見反映は義務規定に。

NPO法人わかもののまち

前提共有



①こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえることができ、
施策がより実効性のあるものになる。   

②こどもや若者にとって、自らの意見が十分に聴かれ、自らによっ
て社会に何らかの影響を与える、変化をもたらす経験は、自己肯
定感や自己有用感、社会の一員としての主体性を高めることにつ
ながる。ひいては、民主主義の担い手の育成に資する。

こども・若者の意見反映と社会参画の２つの意義

若者参画を取り巻く環境

自治体への子どもの意見反映に関する発出

出典「今後5年程度を見据えたこども施策の基本的な方針と重要事項等～こども大綱の策定に向けて～（中間整理）案」

NPO法人わかもののまち



こども・若者参画を取り巻く環境

こども基本法

こどもまんなか社会に向けた数値目標 
「こども政策に関して自身の意見が聴いてもらえている」と 

思うこども・若者の割合の目標を２割から７割へ

出典：こども大綱「こどもまんなか社会」の実現に向けた数値目標



若者の意見の反映に向けて



参加のレイヤーの違い

こども若者参加の広がり

公式非公式

世界・全国

身近な問題

こども若者の参画/意見表明の生態系

児童会・生徒会 
（ルールメイキングプロジェクト（NPOカタリバ））

こども会議・こども議会 / 若者会議・若者議会 等

児童館・ユースセンター・プレイパークなど 
利用者会議・こども委員会など

こども若者主導型 
ユースカウンシル、若者会議 等

行政主導型 
若者議会・こども議会・高校生議会など

様々なNPOやこども若者の 
居場所や活動のなかでの意見表明

こども国会（参議院が主催）
民間主導のこども若者意見表明に関する実践 
日本若者協議会、子どもの権利条約ネットワーク、 
その他、民間団体からの政策提言やロビイング 等

国際機関へのこども若者の意見表明

こども若者いけんぷらす（こども家庭庁）

国レベルのこども若者の意見
表明チャネルの設計も必要

まだ足りないが、 
この分野は活性化しつつある

わかまちの 
得意な領域

［公的な公聴の場］ 
パブコメ、請願、公聴会、審議会へのこども若者の登用

家庭内での意見表明（家族会議）



社会や大人への無力感  
（声を出しても無駄、そもそも意見もない）

そのままでは聴かれない声 
（意見はあるが聴かれない、意見を言う機会もない）

聴かれれば意見はある 
（積極的に意見を言うわけではないが、聴かれれば言う）

社会に積極的に参画したい！ 
（社会を変えたい、意見を言いたい、積極的に参画したい）

現状理解 
意見形成支援

丁寧なヒアリング 
関係の構築

アンケート調査 
オンライン 

プラットフォーム

直接参加の 
意見表明の機会

声を聴く意見反映の取り組み

VOICE

声の出しやすさ 声の聴き方



「学校にエレベーターをつけてほしい」

「カフェをつくってほしい」

「テーマパークを整備してほしい」

「怪我をして階段をあがれないときに、 
授業を受ける方法に配慮をしてほしい」

「放課後に友達同士で勉強ができるスペー 
スがない。公共施設だと喋ってはいけない 
と言われる」

「学校生活で思い出に残るような体験がで 
きる場所、みんなで遊びに行ける場所が地 
元にない」

ファシリテーターによる問いかけで 
本当に言いたかった意見を聴く実践を。

出された意見 本当に言いたかった意見



弊社䛾事業概要 こども・若者䛾声を聴き続けられる仕組みづくり

単発䛾こども・若者䛾意見聴取にとどまらず、地方公共全体でこども・若者䛾声を聴き続けられる仕

組みづくりを提案、構築します。オンラインツールを用いた意見聴取と、こども会議や若者会議等䛾

設置など、対面で䛾意見表明䛾プラットフォーム䛿相互補完䛾関係にあります。

10

担当課ごと䛾意見聴取で䛿、

聴く方も聴かれる方も大変。

こども・若者䛾声を聴き続けられる

プラットフォーム䛾構築が重要。

オンラインプラットフォーム（弊社

ツールLiqlid）や、

こども会議、若者会議など



出所：スウェーデンの実例から見る日本の若者政策・若者参画政策の現状と課題, 小林庸平,2010

スウェーデンの全国若者会の組織図



若者の意見の反映に向けてのヒント

• 単一の取り組みではなく、まち全体で声を聴く生態系づくり 
• 生活レベルから声を聴く（仕組み、態度） 
• 意見を聴くだけではなく、意見形成に向けた支援も 
• オンラインプラットフォームの活用 
• 組織化されている若者団体のネットワーク化


